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小原 康
やすし

さん（81）
=六原東町=

　平成 15年に地域の公衆衛生組合長、町の環境
保全推進員に就任以来、地域のごみステーション
やリサイクルステーションの管理、リサイクル指
導等の活動を続け、平成 17年から金ケ崎町公衆
衛生組合連合会副会長や同会会長等を歴任される
など、長年、ごみの減量化・資源リサイクル運動
の推進等に尽力され、町の公衆衛生の向上に多大
の貢献をされた。

♦ 自治功労 ♦

及川喜
き

美
み

子
こ

さん（74）
=西根二ツ堤=

　平成 23 年 7 月から令和５年６月まで４期 12
年、人権擁護委員に従事し、地域住民への人権の
擁護と人権思想の普及高揚に多大な貢献をされ
た。

町勢功労表彰
令和６年

　町勢功労表彰は自治功労、環境功労２部門から２人が選ばれました。
　また、町から感謝状が 1団体に贈られたほか、農業賞には１人が選ばれ、１月５日に行われた表彰
式において髙橋寛

かん
寿
じゅ
町長から労いの言葉とともに表彰されました。

♦ 環境功労 ♦

　岩手金ケ崎ガス株式会社の前身会社となる岩手
ガス株式会社の創立から 50周年を記念して、現
金 100 万円を寄附された。

岩手金ケ崎ガス株式会社
（高橋 庄

しょう
美
み

代表取締役社長）
=西根町裏=

♦ 感謝状 ♦

※農業賞は岩手ふるさと農業協同組合との共催事業

　平成 29年に経営継承し、飼養頭数の増頭と農
地面積を広げ生乳生産基盤を強化している。町内
でも数少ないボックス型の自動搾乳ロボットを導
入し、効率的に良質な生乳生産を行っている。ま
た、飼料作物生産者との耕畜連携に取り組んでい
るほか、高性能自給飼料生産機械を積極的に導入
し、広大な土地での生産の効率化を図っている。
　酪農情勢が厳しい中、町内の若手酪農家の中で
も関係機関と生産性向上等の経営戦略を立て取り
組んでおり、金ケ崎町の酪農地帯の発展に大いに
貢献をされた。

荒井 康
こう

一
いち

さん（45）
=西根和光=

♦ 農業賞（農業経営部門） ♦


